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� 問 駅周辺対策課☎（235）9676普通救命講習を受けてみませんか 問消防総務課☎（231）0355

～かけがえのない大切な命のために～

命を救うのは﹁あなた﹂です
①応急手当の重要性
などの講義から始ま
ります。

①

③

②

④

③実際に胸骨圧迫やＡ
ＥＤの操作を体験。

④修了証を受け取り終
了です。お疲れさまで
した。

②消防職員による心肺蘇
生法のデモンストレー
ションを見学。

　夏本番。例年、熱中症や水辺の事故などで搬送される方が増える季節です。目の
前で、急に人が倒れたら…。あなたはどうしますか？救急車が来るまでの間、ただ
戸惑って慌てているだけでは、助かる可能性のある命も失われてしまうかもしれま
せん。応急手当ての知識と技術、そしてほんの少しの勇気が、急病や事故で心肺停
止になった人を救うことにつながります。

心
肺
停
止
の
早
期
認
識
と
通
報

　
突
然
倒
れ
た
人
や
反
応
の
な
い
人
を

見
た
ら
、
直
ち
に
心
停
止
を
疑
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
心
停
止
の
可
能
性
が
あ

れ
ば
、
大
声
で
応
援
を
呼
び
、
１
１
９

番
通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
を
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。１
１
９
番
通
報
は
あ
せ
ら
ず
、

簡
潔
に
傷
病
者
の
状
態
を
伝
え
る
よ
う

に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

一
次
救
命
処
置

　
救
急
隊
が
来
る
前
に
一
次
救
命
処
置

（
心
肺
蘇
生
法・Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
）
を
行
っ

た
場
合
と
、行
わ
な
か
っ
た
場
合
で
は
、

命
の
助
か
る
確
率
に
倍
以
上
の
差
が
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
肺
蘇
生
法
に
は
、
胸
を
強
く
圧
迫

す
る
「
胸
骨
圧
迫
」
と
、
口
か
ら
肺
に

息
を
吹
き
込
む
「
人
工
呼
吸
」
が
あ
り

ま
す
。
心
臓
が
止
ま
る
と
15
秒
以
内
に

意
識
が
な
く
な
り
、
３
～
４
分
以
上
そ

の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
脳
の
回
復
は

難
し
く
な
り
ま
す
。
心
肺
蘇
生
で
脳
や

心
臓
に
血
液
を
送
り
続
け
る
こ
と
が
、

後
遺
症
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
大
切
で

す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ（
＝
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

は
、
心
停
止
の
原
因
で
あ
る
「
心
室
細

動
（
＝
心
臓
が
ぶ
る
ぶ
る
細
か
く
震
え

る
こ
と
）」
を
取
り
除
く
た
め
、
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
機
器
の
こ

と
。
市
内
の
公
共
施
設
で
は
、
56
カ
所

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
自
動
的
に
心
室
細

動
か
ど
う
か
判
定
し
、
音
声
で
指
示
を

す
る
の
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
こ
と
の

な
い
方
で
も
簡
単
に
、
確
実
に
操
作
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
正
し
い
技
術
と
知
識
を
持
つ
人
が
現

場
に
い
る
か
ど
う
か
で
、
生
存
率
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
多
く
の
方
に
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の

技
術
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
技
を

学
ぶ
普
通
救
命
講
習
を
毎
月
実
施
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
命
を
救
う
た
め

の
技
術
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　
［
Ⅱ
］
９
月
８
日
㈯
13
時
～

17
時
［
Ⅰ
］
９
月
９
日
㈰
９
時
～
12
時

▼
場
所　
消
防
本
部
会
議
室

▼
対
象
・
定
員　
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
中
学
生
以
上
の
方
・
先
着
20
人

▼
費
用　
無
料

▼
申
し
込
み　

電
話
で
消
防
総
務
課

へ
。
24
時
間
受
け
付
け
。

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 
普
通
救
命
講
習

早期処置を行えば
生存率や社会復帰率が
高くなるんだね

講習会の流れ

まずは大きな声で
助けを呼ぼう


